
 ２月８日から１９日にかけて，仮橋東側交差点において，横断歩道の移設及び安全対策工事を実施しました。 

【概要】
「都市計画道路郡山折立線（大野田工区）」は，延長 400m，幅員 40m で中央分離帯が設置される路線です。

将来計画では，中央分離帯の設置により，南北からの郡山折立線への流入車両右左折（直進）が制限されます。

周辺道路を利用しての迂回には位置図に示したような問題があり，代替案として，「迂回を少なくするための代替

路整備」や「既存道路の安全対策」の検討を進めております。 

【位置図】

【交差点計画】 
警察で「最小の信号交差点間隔は 150m」と定めており，既存の西側交差点及び東側交差点から 150ｍの間隔

が確保できる範囲（阿久戸橋付近を除く）のうち，  の箇所に新しく交差点を整備する計画です。

【想定している整備案】

代替路の路線名 整備内容（案） 幅員構成（案） 

① 大野田一丁目１号線 (1) ・交通量の増加を抑制するため，車両

に対する交通規制について南署に相談

中。 

(2) ・歩行者の安全確保のため，仙台市所

有地を活用するなどにより歩行空間を

車道の北側に 1.5m 設ける。（例：右図）

・車道は抜け道対策として，緊急車両

（救急車，消防車など）が通行可能な最

小限の幅員とする。（例：右図） 

上記(1)のみ，(1)や(2)の段階的または併用

した整備については検討中。 

② 伸友橋 ・橋の架け替えを行う。 

・歩行者の安全確保のため，歩行空間を車

道の北側に 2.5m 設ける。 

・車道は抜け道対策として，緊急車両（救急

車，消防車など）が通行可能な最小限の幅

員とする。 

③ 長町新田笊川線 ・③エリア内に新しく道路を整備し，東側交

差点に接続する。 

・車線は標準幅員 3.0m を確保する。 

・歩行者は現在と同様に，都市計画道路を

利用することが想定されるため，歩道は設

けない。（50cm 幅の路肩のみ） 

④ 小原線 ・新しく整備予定の交差点に接続する道路

を④エリア内に整備する。 

・車線は標準幅員3.0m（一部2.75m）を確保

する。 

・歩行者は現在と同様に，都市計画道路を

利用することが想定されるため，歩道は設

けない。（50cm 幅の路肩のみ） 

【今後の検討内容の説明について】
・代替路整備に関しましては，更に検討を進め，工事だよりや地域説明会などで説明させていただきます。 

・代替路のルート（線形）に関しましては，土地所有者との話し合いや限られた用地の中で検討していることか 

ら，概ね決定した段階で公表させていただきます。 

都市計画道路 郡山折立線（大野田工区） 

工 事 だ よ り

◆◆仮橋東側交差点の横断歩道の移設及び安全対策を実施しました◆◆

仙台市 建設局道路部 南道路建設課 【第 10号】

◆◆郡山折立線（大野田工区）代替路整備の検討状況を報告します◆◆

令和３年４月

写真：工事前の状況

a●お問い合わせ先 a

・道路事業，代替路整備に関して：仙台市 建設局道路部 南道路建設課 道路第二係 松田・小野寺（☎022-214-8409）
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・都市計画道路と小原線に

高低差が生じるため，車両は

交差点が利用できなくなる。 

・歩行者は，階段等を利用し

て出入り可能。

・富沢方面へ最大 310mの迂回が生じる
とともに，交通量の増加が想定される。 

・大野田小学校の通学路である。 

・幅員が狭く，歩行空間が無い。 

・老朽化している。

・現在の交差点で右折イン・

右折アウトで都市計画道路

との出入りができなくなる。

交差点化
可能範囲

・富沢方面へ最大 220m の迂回が生じる
とともに，抜け道となる可能性があるた

め，交通量の増加が想定される。 

・大野田小学校の通学路である。 

・幅員が狭く，歩行空間が無い。 

・郡山方面へ最大 840m の迂
回が生じる。 

・県道仙台館腰線の信号が無

い交差点での右折が生じるた

め危険である。 

・郡山方面へ最大 950mの迂回が生じる。 
・迂回するには，線路沿いの狭小幅員の道

路を利用する必要があるため危険である。 
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